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衆
議
院
議
員
吉
田
は
る
み
君
提
出
浸
水
想
定
区
域
に
立
地
す
る
災
害
拠
点
病
院
の
浸
水
対
策
実
施
状
況
に
関
す
る
質
問

に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
独
立
行
政
法
人
三
団
体
傘
下
の
六
病
院
」
に
お
け
る
「
浸
水
対
策
状
況
」
に
つ
い
て
は
、
会
計
検
査
院
の
指

摘
を
受
け
、
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
、
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
及
び
独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能

推
進
機
構
に
お
い
て
、
自
家
発
電
設
備
等
の
浸
水
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
止
水
板
の
設
置
又
は
土
の
う
の
調
達
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
御
指
摘
の
「
六
病
院
」
の
う
ち
の
四
病
院
に
お
い
て
は
、
当
該
四
病
院
が
立
地
す
る
区
域
の
浸

水
深
を
踏
ま
え
た
自
家
発
電
設
備
等
の
設
置
に
係
る
整
備
計
画
を
策
定
す
る
等
、
災
害
発
生
時
に
必
要
な
医
療
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
適
切
に
対
処
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
毎
年
度
、
都
道
府
県
に
対
し
、
都
道
府
県
知
事
の
指
定
を
受
け
た
災
害
拠
点
病
院
に
関
す
る

現
況
確
認
の
結
果
等
を
報
告
す
る
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
令
和
三
年
六
月
に
実
施
し
た
「
災
害
拠
点
病
院
の
現
況
確
認
結
果

の
報
告
に
つ
い
て
（
依
頼
）
」
（
令
和
三
年
六
月
九
日
付
け
厚
生
労
働
省
医
政
局
地
域
医
療
計
画
課
救
急
・
周
産
期
医
療
等



 

２ 

 

対
策
室
長
事
務
連
絡
）
に
基
づ
く
調
査
の
結
果
、
同
年
四
月
一
日
時
点
で
は
、
一
で
御
指
摘
の
「
独
立
行
政
法
人
三
団
体
傘

下
の
六
病
院
」
を
含
む
七
百
六
十
一
の
災
害
拠
点
病
院
の
う
ち
、
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
に
よ
る
洪
水
・
内
水
の
浸
水
想
定

地
域
内
」
に
所
在
す
る
も
の
の
数
は
二
百
八
十
九
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
何
ら
か
の
浸
水
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
病
院
は
二
百

十
六
で
あ
る
。
ま
た
、
同
調
査
に
お
い
て
、
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
に
よ
る
津
波
・
高
潮
の
浸
水
想
定
地
域
内
」
に
所
在
す

る
も
の
の
数
は
九
十
七
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
何
ら
か
の
浸
水
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
病
院
は
七
十
一
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
水
害
対
応
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
厚
生

労
働
省
に
お
い
て
は
、
「
災
害
時
に
お
け
る
医
療
体
制
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
一
日
付
け
医

政
発
〇
三
二
一
第
二
号
厚
生
労
働
省
医
政
局
長
通
知
）
の
別
紙
「
災
害
拠
点
病
院
指
定
要
件
」
と
し
て
、
被
災
後
、
早
期
に

診
療
機
能
を
回
復
さ
せ
る
た
め
の
業
務
継
続
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
全
て
の
災
害
拠
点
病
院
に
お
い

て
策
定
済
み
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
実
効
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
災
害
拠
点
病
院
を
含
め
た
医
療

機
関
を
対
象
と
し
た
「
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
策
定
研
修
事
業
」
に
お
い
て
、
浸
水
の
リ
ス
ク
の
高
い
医
療
機
関
に
お

け
る
水
害
等
を
想
定
し
た
業
務
継
続
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
当
該
研
修
資
料
を
同
省
ホ
ー
ム



 

３ 

 

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
周
知
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

さ
ら
に
、
洪
水
等
に
よ
る
災
害
発
生
時
に
お
い
て
も
必
要
な
医
療
が
適
切
に
提
供
さ
れ
る
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
令
和
二
年
度
か
ら
「
災
害
医
療
対
策
事
業
等
実
施
要
綱
」
（
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
付
け
医
政
発
第
〇
三
三

〇
〇
〇
七
号
厚
生
労
働
省
医
政
局
長
通
知
の
別
添
）
に
基
づ
く
医
療
施
設
浸
水
対
策
事
業
に
よ
り
、
災
害
拠
点
病
院
等
が
実

施
す
る
止
水
板
等
の
設
置
、
医
療
設
備
の
移
設
、
電
気
設
備
の
移
設
等
に
係
る
費
用
を
助
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引

き
続
き
、
こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
、
災
害
拠
点
病
院
に
お
け
る
浸
水
対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。 


